
社会情報学研究，v 0 1. 8， 1-1 5， 2 002 

環境に優しい河川護岸製品の設計思想

城平徹*・今回寛典**三上浩志***・市坪誠****

DESIGN PHILOSOPHY OF PRODUCTS FOR RIVER REVETMENT 
CONCERNING羽11THECOLOGY 

Toru Shirohira¥Hirofumi Imada *¥ 
Hiroshi Mikami…and Makoto Ichitsubo'日

The pu叩oseof this paper is to analyze design philosophy of rec~nt products for river revetment 

and to supply valuable data to river planners and designers. Therefore， we referred to the homepage 

. of manufacturing industry of concrete by internet and got 33 pamphlets， which explain products for 

river revetment. Explanation sentenc'es in pamphlets were divided some words by KJ Method and 

those words were analyzed by Quantification Theory Third . 

.The .obtained .results are described below. Products are classified into some groups .such as 

revetme~tscoIi.cerning with landscape， accessibility to water， water quality， ecology and so on. 

And we could make clear the design philosophy. 
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1.はじめに

これまでの河川整備は治水・利水を最優先させ

てきた.その結果住民を河川から遠ざけてしま

い，水質の悪化や生態系への配慮がおろそかに

なった.また，護岸，河床ともコンクリートで固

められた，いわゆる三面張り護岸化されてきた.

しかし，旧建設省が 1990年に通達を出し，取

り組みが始まった多自然型川づくり， 97年の河

川法改正で治水・利水と同列に環境整備も重視さ

れ，住民参加もうたわれた.さらに 98年5災害

復旧の際に環境に配慮するよう通達が出され，整

備個所が急増している.このように，最近では環

境に配慮したさまざまな河川整備の検討がなされ

てきている.

2.既往の研究と本研究の目的・方法

河川護岸に関する研究は，田中1)らが，文献や

資料，ヒアリングを基に河川護岸を形成してきた

素材，特にコンクリートについて整理し，河川に

おける景観・デザインに大きな影響を及ぼしてき

たコンクリート製品の開発経緯を明らかにし，そ

の変選について考察している.宮嶋2)らは，、環境
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護岸と呼ばれているものを，親水護岸・生態系保

全護岸・修景護岸・緑化護岸の 4つに大別し，そ

の実施例を紹介している.また和田ら 3)は，コン

クリートを部分的に用いるPointFix工法を実河川

において試験施工し，洪水時の護岸の安定性と自

然環境の回復を調査し， Point Fixのメリットを示

している.さらに，使用したコンクリート材料か

ら溶出するアルカリ成分が環境に及ぼす影響は小

さいことを報告している.

これらの研究の成果を踏まえ，本研究は，環境

に配慮した河川整備の設計思想を考察して，特に

護岸製品の開発意図を明らかにすることを目的と

する.今環境にやさしい商品」という言葉が盛

んにささやかれているが，

(1)どのような特徴をもった護岸が環境にやさし

いのか，

(2) 設計者は護岸製品に対してどういう意図があ

るのか，

などといった点に着目し，研究を行う.そして，

研究結果を河川整備の現場へ提案して，現場での

護岸に対する考え方と比較し 考察することを最

終的な目標とする.

3章では，河川護岸製品を説明しているイン

ターネット上のパンフレットの収集法について述

べる.4章では，パンフレットに記載されている

環境に関連するキーワードを抽出し，護岸製品と

照らし合わせて分析を行う.5輩では，さらに細

かい法則性を見いだすため，パンフレットに示さ

れている自由記述データを用いた分析を行う.そ

してそのデータを基に， 6章で護岸材料の分類，

整理をし，河川計画や設計者へ有用な情報を提示

する.

3. インターネットによる護岸製品抽出と製品名

ランデス株式会社， IZUMI WORLD，日建工学

株式会社，共和コンクリート工業株式会社のホー

ムページから環境に配慮している護岸製品 33個

を選んだ.分析の対象とした 33の護岸製品を抽

出する際に，表-1~こ示す言葉を使って検索した.

表 l 検索用語

①環境にやさしい護岸

②多自然型河川

③多自然型護岸

④環境 (空白) 護岸工法

⑤環境 (空白) 河川用製品

⑥環境保全 (空白) 護岸製品

検索した一つの護岸製品から， IZUMI 

WORLD，日建工学株式会社，ランデス株式会社

のホームページを見つけだした.共和コンクリー

ト工業株式会社に関しては，⑤の言葉の検索に

よって，会社のホームページを見つけだした.

護岸製品の情報が少ない場合には，護岸製品の名

前で検紫を行い，新たな製品情報を入手した.情

報が少ない護岸製品は，対象から外した.なお，

緑化コンクリートという製品は，上の4社のホー

ムページ上には公開されておらず，③の言葉で検

索した製品である.本研究で探索し，分析に用い

た製品を表一2に示す.

4.数量化理論第川類による分析

4. 1 特徴からみた分析

(1)記載されている特徴

製品別のパンフレットを参考に，環境という

キーワードに関連する特徴として取り入れたカテ

ゴリーの説明を以下に示す.

「景観J-修景機能に加えて，自然と調和した景

観の創出を意味する.

「安定性J-護岸が一体化していて，河川や土壊

に対しての安定感を意味する.

「コスト」一低価格だけでなく，経済的も含まれ

る.

「生物保全J一小動物や昆虫といった陸上部に住

む生態系を保護できる機能を意味する.

「魚介類保全」ー水生生物や小魚といった水中に
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表 2 製品情報

製品製品名 工法 護岸形式 コンク

番号 リート

使用度

川ほたる ァキストムアー植生護岸工法 補強土護岸 × 

2 リアロック 環境保全型プ、ロック プロック系護岸 ム

3 ノレーツマット ジオァキスタイル工法 植生系議岸 × 

4 ジオロック 連節(ジオロック)+捨石 連節系護岸 O 
5 タイストーン 自然石張(空) 自然石系護岸 × 

6 ユニウオール 自然石連結工法 自然石系護岸 × 

7 チェックウオール 環境保全型プ、ロック プロック系護岸 ム

8 インベーダー 環境保全型ブ、ロック ブロック系護岸 ム・

9 ネストン 環境保全型プ、ロック プロック系護岸・ 4 時
。

10 Iレ'ンロック 環境保全型ブ、ロック ブ、ロック系護岸 O . 
n ネオロック 環境保全型プ、ロック ブロック系護岸 O 
12 アースボック兵 環境保全型プ、ロ-'Yク ブ、ロック系護岸 !ー←.

ム
‘ 

13 フィルターユニット 根固め工法 袋型根固め工用袋材- ム

14 ポフコン緑化ブロック 多自然型護岸工法 ポーラスコンクリ i←ト O 
15 レノマット 省力施工型多自然護岸工法 カゴ系護岸 × 

16 ポカラ 軽量盛土工法 無筋コンクリートプロック O 
17 ァトフック PG 植栽ポーフスプ・ロック ポーラスコンクリート O 
18 緑化コンクリート 多自然型護岸工法 ポーラスコンクリート. 。¥
19 カゴボックス. 環境保全カゴ型工法 カゴ系護岸 ム

20 エコウオール 多孔質積みブ、ロック ブロック系護岸 ム

21 エコアラス 環境保全型空積み工法 ブロック系護岸 O 
22 ツインフォース 環境保全型空積み工法 プロック系護岸 A 

23 剛(つよし) -植生用環境保全型練り積み工法 ブロック系護岸 O 
24 イタロック 環境保全型練り積み工法 プ‘ロック系護岸 ム

25 ネオホタルブロック 環境保全型積み工法、 ブロック系護岸 O 

26 グラストン 多自然型連結工法 .1'プロック系護岸 O 
27 シ'ンプルベース 多自然型連結工法 ブ、ロック系護岸 O 砂

28 ターフロック 大型覆土工法 プロック系護岸 O 
29 グラックス 緩傾斜護岸植生工法 ブロック系護岸 O 
30 ウィーディーロック 多自然型練張り工法 プロック系護岸 O 
31 どじょっこふなっこ 環境保全型魚巣ブ、ロック プqック系護岸 ム

32 蛇龍・フトン緯 伝統的護岸工法 ， カゴ系護岸 × 

33 サミットストーン × 

住む生態系を保護できる機能を意味する. 「透水性J-護岸に水を通す性質を意味する.

「植生回復J-植物を回復できる機能を意味す

る.

T耐久性j一永久護岸としての強度を持っている

ことを意味する.

「施行性Jー護岸を完成させるまでの過程で，省

力で短期間に施行できることを意味する.

「水質浄化」ー水質を浄化できる機能を意味す

る.

「適用流速J一流速が秒速 7m以上の河川で用い

られる.

「勾配J-急な勾配に適用する.

「親水性」ー護岸の親水機能を意味する.
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表3 数量化理論皿類の計算結果

1軸 2軸

特徴 重み係数 特徴 重み係数

適用流速 -1. 62083 親水性 一3.24242

勾配 一0.99117 耐久性 一O.71808 

景観 一0.50335 勾配 一0.46287

生物保全 一0.46626 施工性 -0.39441 

安定性 一O.14884 適用流速 一0.34793

植生回復 O. 125221 コスト 一O.13016 

コスト O. 158928 植生回復 一O.10299 

魚介類保全 0.201627 景観 一0.09054

施工性 0.233548 安定性 -0.0586 

透水性 1. 20143 生物保全 -0.0015 

水質沖化 1. 43243 魚介類保全 1.48409 

耐久性 1. 947457 透水性 3.847911 

親水性 5.964285 水質浄化 4.830467 

固有値 0.2312 固有値 0.2090 

寄与率 19.46覧 寄与率 17.60覧

累積寄与率 19.46覧 累積寄与率 37.06覧

相関係数 0.4808 相関係数 0.4572 

これら 13個の特徴と33個の護岸製品を用いて，

数量化理論第皿類の分析を行った.表-3に計算

結果を示す.第 2軸までの累積寄与率は非常に小

さいので，第 3，4，…軸と多くの固有値を求めて

5 

4 

3 

-3 1-

，-4 

分析を進めることが求められるが，数量化理論第

E類の特徴の一つは多くの指標をより少ない指標

に整理することであるから ここでは第2軸まで

を考察する.

(2)軸の解釈

(a)第 1軸

カテゴリースコアをマイナスの数値からプラス

の方に並び替えたところ適用流速j，1勾配j，

「景観j，1生物保全j，1安定性j，1植生回復j，

「コストj，1魚介類保全j，1施行性j，1透水性j，

「水質浄化j，1耐久性j，1親水性Jの順になる.

「親水性Jがプラス側で最も高い数値を示してい

る.したがって，第 1軸は『近づきゃすさ~近づ

きにくさ』を示すと解釈した.

(b)第 2軸

カテゴリースコアをマイナスの数値からプラス

の方に並び替えると 1親水性j，1耐久性j，1勾

配j，1施行性j，1適用流速j，1コストj，1植生回

復j，1景観j，..f安定性j，-1生物保全j，1魚介類保

全j，1透水性j，1水質浄化Jの順になる. 1水質浄

化」がプラス側で最も高い数値を示している.

3 5 6 
耐久性

図 1 カテゴリースコアの散布図(第 1軸×第2軸)
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よって，第2軸は『水質機能重視~水質機能軽視』

を示すと解釈した.

(3)散布図の解釈

計算結果のカテゴリースコアを第 1軸と第2軸

の平面上に示したものが図-1である.

図-1を見ると， 3タイフの護岸に分類できる.

一番目のグループは，原点周辺に集まっている

傾向が見られる.景観や生態系，植物の保護，そ

れと施行の配慮や地盤に対する安定性などを重視

した護岸であり，従来言われてきた「環境にやさ

しい護岸」である.

他の二つのグループは，第 2軸で高い数値と

なった透水性や水質浄化重視といった河川の水を

重視した護岸と，第 1軸で高い数値が出た，人間

が近づきゃすい親水機能を重視した護岸と考えら

れる.これら二つは，新しいタイプの「環境にや

さしい護岸Jである.これらのタイプの護岸は 1

番目のタイプの護岸と比べて，サンプル数が少な

く，コストもかかるものが多い.

しかし，図 -1を見ると，原点周辺には幾コか

の特徴が集まっている.それに対して r親水性J

と「水質浄化」と「透水性」は原点から大きく離

れているため，原点周辺に集まったカテゴリーと

サンプルの関係，さらにカテゴリー同士の関連性

が明確に分からなかった.したがって，原点から

大きく離れた 3つのカテゴリーを除いて，再び数

量化理論第E類により計算し，解釈を行った.

4. 2 カテゴリ-10とサンプル33による分析

(1)数量化理論第皿類の計算結果

4. 1の解釈では 3つのタイプの護岸に分類され

た.その一つである，従来言われてきた「環境に

やさしい護岸」のカテゴリーのみで数量化理論第

E類を行った.計算結果を表-4に示す.

(2)軸の解釈

l軸のカテゴリースコアをマイナスからプラス

に数値を並び替えたところ r適用流速j，r魚介

類保全j，r景観j，r勾配j，r生物保全j，r植生回

復j，r安定性j，rコストj，r施工性j，r耐久性J

の順になるマイナス側は『自然環境というキー

表4 数量化理論E類の計算結果

l軸 2軸
特徴 重み係数 特徴 重み係数

適用流速 -1. 8808 コスト -2.41067 

魚介類保全 一1.017 魚介類保全 -0. 74828 

景観 一o.78791 適用流速 一0.48744
勾配 一O.75382 施工性 一0.28818

生物保全 一0.69415 勾配 -0.03836 

植生回復 -0.0265 安定性 0.009738 

安定性 0.646322 生物保全 0.529315 

コス卜 0.647613 植生回復 0.570981 

施工性- 0.690793 耐久性 1. 361526 
白耐久性 2.316263 景観 1. 47169 

固有値 O. 1919 固有値 O. 1465 

寄与率 24.41% 寄与率 18.64覧

累積寄与率 24.41% 累積寄与率 43.06覧

相関係数 0.4380 相関係数 0.3828 

ワードに関連する特徴』が多いのに対しプラス側

は『経済というキーワードに関連する特徴』が多

い軸と解釈した.

2軸のカテゴリースコアもマイナスからプラス

に数値を並び替えたところコストj，.r魚介類

保全j，r適用流速j，r施工性j，r勾配j，r安定

性j，r生物保全j，r植生回復j，r耐久性j，r景
観」の順になった.最もマイナスの大きい数値は，

「コスト」であった.よって第2軸は wコストの

度合い』を示す軸と解釈した.

(3)散布図の解釈

計算結果のカテゴリースコアの第 l軸と第2軸

を散布図でグラフ化したものが図サである.

図-2を見ると，さらに3つのタイプに分類でき

る.

一つ目は， r耐久性」を重視して r安定性」や

「施工性」に気を配ったタイプの護岸であり，今ま

で治水と利水の面から考え，構造物として求めら

れていたものであり，コンクリート三面張りとあ

まり変わらない護岸と考えられる

二つ目は rコストJを重視して，同じく「安定

性Jや f施工d性」に気を配ったタイプの護岸であ

る.低価格で経済性を重視した護岸である.

三つ目は「景観j，r生物保全j，r植生回復Jと

いった自然環境に気を配ったタイプの護岸であ
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.適用流速 -0.5 

φ魚介類保全

ー1.5

-2 

-2.5 

図2 カテゴリースコアの散布図(第 l軸×第2軸)

る.

5.護岸製品の説明文による自由記述データの整理

4章で、数量化理論第E類を行ったが，さらに細

かい法則性や新しい特徴を見いだすため，パンフ

レットに記載されている自由記述データによる分

析を行う.インターネット上のパンフレット等に

記述されている護岸製品の説明文をすべて入力

し，対象の護岸製品の特徴や性質に関連すると思

われる言葉を整理した.この結果， 189の言葉が

得られた.189の言葉を KJ法により， 67種類の

表5 頻度の大きい言葉の一例

製品数 3:~ A%=頻度/全語葉数
語葉数 67 B%=頻度/製品数

頻度 A% B% 語議

26 0.0440 0.7879 植生回復

22 0.0372 0.6667 施工性

20 0.0338 0.6061 生物保全

19 0.0321 0.5758 一体化

19 0.0321 0.5758 景観

17 0.0288 0.5152 緩勾配

17 0.0288 0.5152 高流速

17 0.0288 0.5152 連結性

16 0.0271 0.4848 コンクリート

16 0.0271 0.4848 安定性
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言葉に分類した.表-5には得られた言葉の内，

指摘率の犬きいものを一例として示す.

6.自由記述データを基にした数量化理論E類によ

る分析

6. 1 カテゴリ-61とサンプル33による分析

(1)数量化理論第E類の計算結果

33の護岸製品と 67の特徴・性質を照ちし合わせ

て，数量化理論第皿類により分析を行当たーカテ

ゴリー数が67と多いため， 4軸までの分析を行つ

表 6 数量化理論第皿類の計算結果
.，，¥ 

1軸 2軸

特徴・性質 重み係数 特徴・性質 重み係数

シンプル 一2.142108 シート -2..151022 

コンクリートなし -2. 122702 水分供給 -2.073281 

特殊科学合成品 -2.048165 水密性 -1. 811301 

自然石 -1. 855693 胴込コンクリート -1. 793138 

アンカー金具 -1. 81473 結合力 一1.710929 
. . . . 
. . . . 
結合力 1.9483896 親水性 1. 7617594 

中詩材の空隙 2.1297558 貯水空間 2.0630824 

水平積み 2.4964353 水質浄化 2.4512318 

胴込コンクリート 2.8559737 軽量 2.6905547 

ーポット状 3.5765373 魚巣 2.9646527 
固有値. 0.2907 固有値 O. '2408 . 

寄与率 10.84略 寄与率 8.98略

累積寄与率 10.84覧 累積寄与率

相関係数 O. 5392 相関係数 0.4907 

3軸 4軸

特徴・性質 重み係数 特徴・性質 重み係数-

アンカー金具- -2.557723 開軽量 一2.9518.01
相互:の空隙 .-2.098712 水分供給 -2:867407 

地盤と連続 ー1.838392ポーラスコンクリート -2.818621 

ポット状 -1. 791415 ぎ石 一2.001667

ぎ石 -1. 751168 強固 -1. 837529 
. . . .. ' 
. . . '・ . 
親水性 ，2.508895 均一な品質 1. 8957648 

透水性 2.6407603 多様な水際 2.5897552 

軽量 2.6621749 耐久性 2. 7949699 

移動・流出の抑制 2.664493 親水性 3.4653703 

法面保護 3. 1565774 重量 3. 7881246 

固有値 O. 2186 固有値 0.1712 

寄与率 8. 15覧 寄与率 6..38覧・

累積寄与率 27.97明 累積寄与率 34.35覧

相関係数 0.4676 相関係数 0.4138 
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た.計算結果を表一6に示す.

(2)軸の解釈

(a)第 1軸

カテゴリースコアのプラス側からは Iポット

状J，I胴込コンクリートJ，I水平積みJ，I中詰材

の空隙J，I結合力J，I軽量J，I自然石模様」とな

り，マイナス側からは IシンプルJ，Iコンク

リートなしJ，I特殊化学合成品J，I自然石J，Iア

ンカー金具J，I地盤と連続J，I水質浄化」となっ

ている.

プラス側の言葉を見ると，複雑な形状や護岸に

新たな機能を加えている言葉が多い.マイナス側

の言葉を見ると，シンプルな形状や護岸として求

められている自然的な機能を表す言葉が多い.し

たがって第 l軸は『複雑，近代的な形状。機能~

シンプル，自然的な形状。機能』を示すと解釈で

きる.

(b)第 2軸

カテゴリースコアのプラス側からは I魚巣J，

「軽量J，I水質浄化J，I貯水空間J，I親水性J，

「様々な形状J，I中詰材」となり，マイナス側から

は IシートJ，I水分供給J，I水密性J，I胴込コ

ンクリートJ，I結合力J，Iポット状J，I滑りにく

い」となっている.

プラス側の言葉を見ると，水生生物に関する言

葉や水質，親水という言葉がある.マイナス側の

言葉を見ると，水を遮断することを表す言葉が多

い.その中で，頻度が高かった f生物保全」がプ

ラス側に I植生回復J，I景観Jがマイナス側に位

置していることが分かる.したがって第 2軸は

『水質的機能重視~見た目重視』を示すと解釈でき

る.

(c)第3軸

カテゴリースコアのプラス側からは， I法面保

護J，I移動。流出の抑制J，I軽量J，I透水性J，

「親水性J，IポーラスコンクリートJ，I緑化Jとな

り，マイナス側からは Iアンカー金具J，I相互

の空隙J，I地盤と連続J，Iポット状J，Iぎ石J，

「滑りにくいJ，I胴込コンクリートJとなってい

る.

プラス側の言葉を見ると，川の流れに対する機

能を表す言葉が多い.マイナス側の言葉を見る

と，護岸同士や護岸と地盤に対する機能を表す言

葉が多い.したがって第3軸は『川の流れと関係

大~護岸同士。護岸と地盤に関係大』を示すと解

釈できる.

(d)第4軸

カテゴリースコアのフラス側からは I重量J，

「親水性J，I耐久性J，I多様な水際J，I均一な品

質J，I鉄筋格子。格子編みJ，I滑りにくいJとな

り，マイナス側からは， I軽量J，I水分供給J，

「ポーラスコンクリー卜J，Iぎ石J，I強岡J，I地

盤と連続J，I相互の空隙Jとなっている.

マイナスで高い数値を出した言葉が「ポーラス

コンクリートJだ、った.さらに全体の特徴を見る

と，多孔質構造を表す言葉が多い.逆にプラス側

は多孔質構造を表す言葉が少ない.したがって第

4軸は『多孔質構造と関係小~多孔質構造と関係

大』を示すと解釈できる.

(3)散布図の解釈

計算結果のカテゴリースコアを第l軸と第2軸

平面上(図-3)に，第3軸と第4軸平面上(図-4)

に示す.なお，散布図の解釈に伴い，タイプ別の

護岸に名前をつけた.

まず，図-3について述べる.

(a)生物生息護岸

第 1象限には I魚巣J，I軽量J，I貯水空間J，

f中詰材の空隙J，I一部コンクリートJ，I魚介類

保全J，I栗石・砕石J，I急勾配J，I生物保全J，

「高流速Jといったカテコリーが位置している.こ

れらのカテゴリーは，複雑，近代的な形状。機能

で水質的機能と関係が大きいことを表している.

ここのグループで重要なことは，コンクリートの

使用を一部に抑えることにある.そして，護岸製

品の内部に栗石や砕石を充填するか，内部の空間

を貯水空間にすることで，生物や水生生物が生息

できる空間を創出することが考えられている.こ

のタイプは，急勾配の護岸施工が有効で速い流速

にも対応できる.
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(b)水質機能護岸

第 2象限には， I水質浄化j，I自然石j，Iシン

プルj，Iコンクリートなしん「アンカー金具j，

「相互の空隙j，I地盤と連続j，I透水性j，I多様

な流速j，I均一な品質」といったカテゴリーが位

置している.これらのカテゴリーは，シンプル，

自然的な形状・機能で水質的機能と関係が大きい

ことを表している.水との関係，特に水質浄化を

行うためには，やはりコンクリートを使用しない

護岸が有効である.そのうちの 1つに自然高があ

る.自然石をアンカー金具等でつなぎ，その聞に

相宜の空隙が生まれる.そして地盤とつながる.

これらが乱流を生じさせ，溶存酸素を多くするこ

とになり，水の浄化につながる.自然石と同じよ

うな形のぎ石は，第 2象限に位置しているもの

の，両軸共に数値が低いことから水質浄化ではな

く，見た目重視と考えられる.さらに親水性もこ

のグループに属している.シンプル，自然的な形

状・機能は人間にとって近づきゃすい要素であり，

水質と親水性が関係していると考えられる.

(c) 自然的景観護岸

第 3象限には I特殊科学合成品j，I水分供

給j，I低流速j，I緩勾配j，I覆土j，I法面保護j，

「シートj，I連結性j，I重量j，Iポーラスコンク

リートJといったカテゴリーが位置している.こ

れらのカテゴリーは，シンプル，自然的な形状・

機能で見た目と関係が大きいことを表している.

地形的な要素である，緩勾配と低流速の二つが位

置していることから，このグループでは流速が遅

い場所に，勾配が緩い護岸を施工する際に必要な

機能を表していると考えられる.位置しているカ

テゴリーを見ると，景観を向上させる基本的要素

と解釈できる.もしコンクリート製品を使用する

のであれば，ポーラスコンクリートが有効であ

る.

(d)人工的景観護岸

第 4象限には Iポット状j，I胴込コンクリー

トj，I結合力j，I滑りにくいj，I自然石模様j，

「修景j，I緑化j，I景観j，I大型j，I省力化Jと

いったカテゴリーが位置している.これらの特徴

や性質は，複雑，近代的な形状・機能であり，景

観と関係が大きい.このグループは，景観や修景

といった，見た目に関する言葉が多く集まってい

ることから，景観を重視していることが分かる.

製品自体は胴込コンクリートや結合力を高めるこ

とにより，外力に対して滑りにくい構造にしてい

る.護岸表面，つまり人間の視界に入る場所は，

自然と調和させる景観を創出するために，自然お

模様やポット状にしていると考えられる.

以下では図-4について述べる.

(e)親水護岸

第 l象限には I親水性j，I法面保護j，I移動・

流出の抑制j，Iシートj，I鉄筋格子・格子編みj，

「水密性j，I多様な水際j，I重量j，I腐食防止j，

f耐久性」といったカテゴリーが位置している.こ

れらのカテゴリーは，川の流れに関係があり，多

孔質構造とは関係が小さいことを表している.位

置しているカテゴリーを見ると，水の流れに対抗

する言葉が多いことが分かる.親水性が高い数値

を出していることから，川の流れに対抗する護岸

は，親水性を高めると解釈できる.人間が近づき

やすくするための有効な要素は，護岸そのものが

強度を保ち安定していなければならない.このた

めには重量の護岸であることが必要である.さら

に，鉄筋格子や格子編みといった特殊な道具もブ

ロック聞の連結を強固なものとすると考えられ

る.これにより安全面とそれにより多様な水際が

でき，親水性も高まると考えられる.低流速と緩

勾配が数値は低いが位置していることから，地形

的な要素も親水性に影響すると考えられる.

(f)省力化低価格護岸

第 2象限には Iポット状j，I滑りにくいj，

「コンクリートなしj，I自然右j，I省力化j，I水

平積みj，I結合力j，r様々な形状j，Iコスト」と
いったカテゴリーが位置している.これらのカテ

ゴリーは，護岸同士や護岸と地盤に関係があり，

多孔質構造とは関係が小さいことを表している.

このグループでは，自然石などコンクリートを使

用しない護岸，もしくは形状の工夫，大型化や水

平積み施工の可能性により，景観や施工の省力化
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を目指しているようだ.ポット状の製品は，景観

向上だけでなく省力施工も可能である.

(g)多孔質安定護岸

第 3象限には， rアンカー金具j，r相互の空

隙j，r地盤と連続j，rぎ石j，r修景j，r特殊科学

合成品j，r強固j，rシンフルj，r高流速j，r経済

的Jといったカテゴリーが位置している.これら

の特徴や性質は，護岸同士や護岸と地盤に関係が

あり，多孔質構造とも関係が大きいことを表して

いる.護岸製品の相互の空隙が多孔質構造にな

る.それにより，地盤と連続する利点を持ってい

る.強固な護岸になり高流速にも対応できる.こ

れらは，高い数値を出している，ぎ石が有効であ

る.そして，修景機能も自然石よりは人間の手を

多く加えることができる，ぎ石の方が優れてい

る.さらにこのグループは，経済的という利点も

持っている.

(h)多孔質緑化護岸

第 4象限には r軽量j，rボーラスコンクリー

トj，r水分供給j，r緑化j，r客土・土壌j，r多孔

質j，r強度j，r充填j，r土砂j，rコンクリート」

といったカテゴリーが位置している.これらの特

徴や性質は，川の流れに対して関係があり，多孔

質構造とも関係が大きいことを表している.第 l

象限とは対照的で，川の流れに対抗するというよ

りは，川の流れを吸収する言葉が多いことが分か

る.有効な護岸はポーラスコンクリートのよう

だ..もしくは軽量のコンクリート護岸も有効であ

る.このグループは護岸の特色を活かし水分供

給を行い，緑化させることが大きな目的である.

緑化は見た目向上のためだけでなく，流れに対し

て護岸を守る機能も持っている.

/ 

7.タイプ別護岸に該当する製品

6章で，タイプ別の護岸に名前をつけたが，ど

の護岸製品がどのタイプに該当するかを明確にす

るため，サンプルスコアを参考にそれぞれのタイ

プの護岸に該当する製品のグルーピングを行っ

た.まず，計算結果のサンプルスコアの第 1軸と

第2軸(図-5)，第 3軸と第4軸(図-6)を散布図，

でグラフ化した.そして，明らかにしたタイプ別

の護岸に該当する護岸製品の代表的な写真を貼り

付けた.

まず，図-5から該当する護岸製品を以下に列

挙する.

生物生息護岸どじょっこふなっこん「ツイ

ンフォースム「インベダーj，rポカラj，

「リアロック」

水質機能護岸 rレノマットj，rサミットス

トーンj，rタイストーンj，rユニウオールj，

「カゴボックス」

自然的景観護岸 rシンプルベースj，rポラコ

ン緑化ブロックj，rグラックスj，r蛇龍・フ

トン籍j，rターフロック」

人工的景観護岸 rイタロックj，r剛j，rネオ

ホタルブロックj，rネストンj，rエコウオー

ル」

次に，図 -6から該当する護岸製品を以下に列

挙する.

親水護岸 rフィルターユニットj，rカゴボッ

クスj，r川ほたるj，rアースボックスj，rジ

オロック」

省力化低価格護岸 rサミットストーンj，

「剛j，rイタロックj，r蛇寵・フトン龍j，

「ルーツマット」

多孔質安定護岸 rタイストーンj，rネオロッ

クj，rチェックウオールj，rユニウオールj，

「リアロックJ

多孔質緑化護岸 r緑化コンクリートj，rテト

ラック PGj，rポラコン緑化ブロックj，rイ

ンベーダーj，rポカラ」

8.結 論

本研究では，インターネット上のパンフレット

を参考に，護岸の特性を明らかにすることを目的

として研究を進めた.

本研究で得られた知見をまとめると以下のよう

になる.
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.砂ポカラ

リアロック

.ヱコテラス

図5 サンプルスコアの散布図(第 l軸×第2軸)
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( 1 )環境というキーワードに関連する特徴をカテ

ゴリーとして，分析を行った結果，色々な角度

から見た「環境にやさしい讃岸」があり，以下

の5つのタイプに大別できる.

(1)人間の親水行動を重視した護岸， (2) 河川

の水質を重視した護岸， (3) 自然環境を重視

した護岸， (4) 低コストを重視した護岸，

(5)強度を重視した護岸.

(2)自由記述データにより，特徴と性質を表す言

葉をカテゴリーとして，分析を行った結果，

「環境にやさしい護岸jは，さらに以下の8つの

タイプに分類できた.

(1)生物生息護岸， (2)水質機能護岸， (3)自然

的景観護岸， (4)人工的景観護岸， (5)親水

護岸， (6)省力化低価格護岸， (7)多孔質安

定護岸， (8)多孔質緑化護岸.

以下に設計者の開発意図を考察する.

(3)コンクリートの使用度という両に関しては以

下のようになる.

(1)生態系，特に水生生物を保護するために

は，コンクリートの使用を一部に抑え，内部

に空間を作ることを意識している.

(2)水質を浄化させるためには，コンクリート

を使用しないことを意識している.

(3) ポーラスコンクリートは，景観向上の基礎

と意識している.

(4)勾配という面からみると，以下のようにまと

めることができる.

(1)勾配が急な護岸は，景観よりは生物保全を

意識している.

(2) 勾配が緩い護岸は，生物保全よりは景観を

意識している.また，緩勾配と覆土は，数値

が近いことから，緩い勾配には覆土を意識し

ている.

しかし，忽勾配と緩勾配は‘'あまり数値が

離れておらず，明確な使い分けは意識されて

いない.この違いは，流速に左右されるもの

と考えられる.

( 5)景観と近づきゃすさという面

景観と親水性は，数値が離れていて，なお別

のグループに位置していることから，自然と調

和した景観を創出しているから親水性が向上す

るとは意識されていない.

(6)流速という面

設計者は速い流速に対応できるものは急勾

配，遅い流速に対応できるものは緩勾配と意識

されている.

( 7)多孔質という面

多孔質という言葉は二つの意味を表してい

る.一つは，護岸と護岸，もしくは石と石の聞

が多孔質という意味で，もう一つは，護岸自体

が多孔質(例:スポンジ)という意味を表して

いる.意味は違うが2っとも多孔質と意識され

ている.

(8)自然石とぎ石という面

(1)自然石は省力で低コストの護岸が作れると

意識されている.そして，水質機能を持つ護

岸に使用するよう意識されている.

(2) ぎ石は自然石より強固で経済的な護岸を作

れると意識されている.そして，水質より

は，修景機能を持つ護岸に使用するよう意識

している.

(9)景観という面

景観を高める護岸として，基礎的なことを施

して，後は自然の力にまかせるといったタイプ

と人間の手を加え，人工的に見た目を向上させ

るタイプがある.設計者は後者の方が，景観を

高める力が強いと意識している.
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